
狩猟の時代、手負いとなった獲物を

追い立てたり、打ち落とした鳥を拾っ

てくる狩猟犬として大事に飼われてい

た。高根木戸遺跡では３頭の犬が埋

葬されており、その中には骨折した犬

や老犬もいた。犬は自分たちと生活を

ともにする大切な仲間であったに違い

ない。 これらの出土品は、「飛ノ台史跡公園博物館」で

見られます。

昭和４２年（１９６７）開催の『古代習志野文化出土展』の様子 深鉢形土器 鏃（やじり）


